
講師：千葉経済大学地域経済博物館学芸員
　　     　　菅谷　祐輔　先生
　　　長野大学教授
　　     　　相川　陽一　先生

　 成田空港の拡張に伴い移転が進む一鍬田地区

を中心に、「 多古町史」 の研究成果から地域の姿

を考えます。 また、 移転が進む中で、 地域に残

る古文書などの歴史資料を守ってゆく にはどの

よう な取り 組みが必要なのかお話しします。

           ２ ０ ２ ５ 年２ 月１ ５ 日（ 土）

多古町コ ミ ュ ニティ プラザ文化ホール 

     開場１ ３ ： ３ ０ 　 　 開演１ ４ ： ０ ０ 　

                                           入場無料

                                          主催　 多古町教育委員会

お問合せ）　 多古町コ ミ ュ ニティ プラ ザ　 ０ ４ ７ ９ －７ ６ －７ ８ １ １



　 成田空港の機能強化により 空港用地と なる 「 一鍬田」

地区は、 今まさに移転の最中と なっています。 また、 新

滑走路建設によって騒音直下と なる多古町「 東條地区」

は、 景観が今後大幅に変わるこ と が予測されます。 以上

をふまえて一鍬田地区を中心に、 多古町史の研究成果か

ら 、 地域の姿をみてみたいと 思います。
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　 成田空港の拡張に伴い、 多く の家や地区が移転する動

きと なっています。 こ う した中で、 古文書、 近現代や戦

後の資料、 様々な建物や石造物などの行方が気がかり で

す。 一見すると 紙く ずやごみのよう にみえるものも 、 家

族や地域の歴史を伝える大切な資料と いう こ と があり ま

す。 こ う した資料は、 家や納屋、 集会所、 お寺、 神社な

どに置かれています。 資料を守るため、 地区、 家庭、 行

政で、 どのよう な取り 組みが必要なのか、 地域のみなさ

まと いっしょ に考えてみたいと 思います。


